
令和５年度　出雲市立出東小学校　学校評価シート アンケート実施時期：令和５年１２月４日～１２月８日

A+B＝肯定的評価 90% 以上

80% 未満

教職員 児童 保護者

学びのモチベーションの
高揚・よりよい学びの集
団づくり
（校内研究の計画的な
推進）

研究 100% 80% 93%

・今後も「めあて」「まとめ」が対応し、振り返りを丁寧に行う授業づくりに励む。また、思考ツールを効果的に
授業に取り入れる。

・図書館教育の充実に向けて、図書館の環境整備を進める。
◇調べ学習のスペースの確保（パソコン室の活用）。
◇図書館・図書館前のレイアウトの変更（廊下のスチール戸棚を家庭科準備室へ移動、本棚の位置の変更等）。
◇借りに行きたいと思える環境整備。

・教職員の評価は肯定的評価が１００％近いものが多い。保護者の
意見も協力的で建設的なものが多い。一方で児童の評価が低いもの
がいくつかあり、そのギャップが感じられる。
・１人１人の理解に寄り添うのは難しいが、みんなが良さを認め合い
ながら、学習意欲を高めていきたい。
・R8年度に、図書館教育の発表があるなら、今よりも一層に図書館
活用を進めてほしい。
・図書館活用は昨年度も課題にあがっていた。図書館に関するレイ
アウトを変えるのは良いと思うので進めてほしい。

学力育成のために全校
で取り組むことの確実な
実施

研究 100% 83% 91%

・書取会・計算会を、月に一回程度定期的に実施し、その結果や、そのプロセスを評価し、意欲付けをする。
・家庭学習調査を来年度も２回は行い、その期間だけでもじっくり家庭学習や家庭での読書に取り組めるようにす
る。家庭学習の意欲付けや定着を目的とする。
・家庭学習調査の記録用紙はシンプルにし（学習時間と読書時間の２つ）、それを棒グラフで塗るようなものに変
更する。自分の取組が可視化できるものにすることで、意欲化を図る。

・児童の学びに対する意欲を向上させることが、様々な興味関
心に繋がることを期待している。家庭でも習慣づくようにした
い。

一人一人のニーズに応
じたきめ細かな指導

研究 92% 81% 83%

・ICT活用の系統表の作成（提示）と徹底を行う。
・文部科学省の実践例を実施する。
・全学年、タブレットは週に一回は持ち帰るようにする。
（例　低学年：家で写真を撮り、紹介する等　　中・高学年：ワードやパワーポイントで日記等）

・タブレットPCの活用は、全国や県内でも利用度に差がある。
出東小でも利用促進に努めてほしい。
・タブレットPCを家に持ち帰っている姿をあまり見ないので、持
ち帰りの機会を増やしてほしい。
・タブレットPCの活用を進めていることは評価できる。さらに進
めてほしい。

子どもたちが安心して過
ごせる学級づくり

生徒指導 92% 83% 91%

・遊びやふざけの延長から、怪我やトラブルにつながることが多くなり、全体的に規範意識が低くなっているよう
に感じる。全体及び個人に、様々な授業を通したり、直接的に伝えたりして考えさせる。
・委員会や生徒指導部主導で、適宜全校集会を行い（音楽集会や儀式的行事など）社会全体のルール・マナーや規
範意識向上の啓発を行う。

・子ども同士は、仲が良いように感じる。
・人権・同和教育の研究を通して、お互いを大切にすることを
学んだので、これからも続けていくことが大切である。

相互に認め合える環
境，大いにほめる・教え
ることによるメリハリのあ
る指導

生徒指導 92% 96% 95%

・児童の前では、教職員同士は「先生」をつけて話をするよう徹底する。人を傷つけたり態度を顕著に変えたりす
る児童を見つけたら、すぐにその場で適宜、個別指導を行う。
・人によって態度ややり方を変えず個人を尊重するために、児童に対して「さん」付けをするよう徹底する。

・１人１人の意思に沿った指導をしてもらっていて、感謝してい
る。
・褒める習慣を日常化して、笑顔とポジティブ思考の体験を、
子ども達が重ねていくことを期待する。

日常の人間関係等の把
握によるいじめや不登
校の防止

生徒指導 100% 92% 94%

・不登校傾向の児童、特別な配慮が必要な児童への対応は、早期にかつ重点的にできていると思われる。次年度以
降も、組織で対応できるように、今年度の取組を継続する。

・不登校対策は、個別の事情に考慮しながら、引き続き対応し
てほしい。

メディアとの関わりを中
心とした望ましい生活習
慣の育成

生徒指導 77% 83% 82%

・学校だよりや学級だよりでメディアに関する内容を記載し、家庭への協力を仰ぐ。
・外部講師を招いた5年生のメディアの学習を継続して行っていく。（外部講師の検討：子ども安全センターな
ど）
　　→学習公開日として設定し、保護者への啓発も図る。
・低学年：不審者対応　　高学年：SNSの防犯教室

・年度初めのスポ少と学校での打ち合わせ時に、学校の現状を伝え、施設の使用時間を守って、発達段階に応じた
運動時間を考えるよう伝えて協力を仰ぐ。

・メディアコントロールやより良い生活習慣の確立は、こども園
でもその取組が難しかった。今後も小学校と連携していく必要
がある。
・コロナ禍が終わったので、体力向上に努めてほしい。
・メディアとの正しい関係性を構築することが大切であり、規制
よりも正しい活用を促していきたい。
・この項目は、家庭の取組の比重が大きい。家庭への発信を
継続してほしい。

ふるまいの日常化をめ
ざして（場に応じたあい
さつや礼儀・マナーの指
導）

生徒指導 77% 90% 86%

・2学期始業式で行った「あいさつ・呼び方」の指導、3学期始業式で行った「廊下歩行」の指導など、全体での指
導と個別の指導を組み合わせて、生徒指導部での取組を継続的に行っていく。また、学期末には振り返りを行い、
指導の評価を行う。
・持ち物の記名については、記名する時間やチェックする時間を各学級で設ける。

・学校が、青少協や社協など、地域の組織との連携を図りながら、保
護者向けの講演会などの取組を進めていく必要がある。講演会など
にたくさんの人が参加できるような工夫をしてほしい。
・子どもと地域の大人が触れ合う場が失われ当ているので、学校の
情報を発信する努力は続けてほしい。
・あいさつの大切さをもっと家庭で徹底してほしい。
・毎週水曜日は登校路に立ってあいさつ運動をしているが、子どもが
元気よくあいさつをしていて、良いと思う。
・あいさつは人間にとって当たり前で重要な要素なので、保護者も率
先垂範を心掛けたい。

「
ふ
る
さ
と
を

愛
す
る
子

」

地域の豊富な素材や人
にふれる・体験する活動
の実施

教務 92% 88% 95%

・総合的な学習や生活科・社会科において、ふるさと教育を実施しているので、児童に対してふるさと教育をして
いるという意識付けを行うようにする。

・ふるさと学習に力を入れていることに感謝している。子ども達
が出東地区を自慢できるように、大人も協力していきたい。
・大人が気づかない地域の良さを、子ども視点で探ってほし
い。
・地域の良さや歴史など、その学年に応じた内容で学習されて
いると感じる。

開
か
れ
た
学
校

学校の教育方針や学級
の様子に関する情報発
信

総務 100% 97%

・ＰＴＡ総会や学年懇談等の機会を通して、学校や担任、他の教職員に対する否定的な意見は、児童の前で疑念や
不安をあおらず、直接学校や担任まで伝えてもらうように伝え、保護者・地域と学校との信頼関係を築くようにす
る。
・ＰＴＡ組織については、年度末の役員会（専門部会）で活動内容について検討する。（活動をやめる、回数を減
らす、内容を軽減するなど）
・「すずかけ」の発行については、「続ける」「やめる」「縮小して続ける（６年保護者及び有志のみ提出）」と
いう選択肢を設けて、今年度中に文化部で再検討を行う。
・専門部を減らす、２つの部を一つにまとめるなど組織編成について検討する場合は、年度当初に議題としてあ
げ、計画的に進める必要がある。児童数やＰ数が減少傾向にあるため、近い将来検討すべき内容である。（令和６
年度はこのまま）

・保護者の肯定的評価が９７％あることに驚いている。これは
学校の強みなので、今後も生かしていってほしい。
・HPに「研究」のページを作ってアピールなどしてほしい。他の
学校と差別化を図ることも必要である。
・BLOGで情報発信されていることが評価できる。
・BLOGをもっと大々的に発信してもよい。
・学校だよりや学習公開日などで、学校の様子を知らせても
らっている。卒園した子ども達の成長を知ることができ、喜んで
いる。

みんなで学ぶ教職員集
団

研究 100%

・一人一授業は負担があるかもしれないが，授業の在り方を考えるよい機会となった。今後も一年に一度は経験年
数に関係なく，互いに授業を見せ合い，研鑽する機会を設ける。
・研究授業後の協議の視点を明確にした振り返りは，焦点化されよかった。今後も取り入れていく。
・模擬授業をすることで，授業者だけでなく，みんなで作り上げる授業になった。その授業がどうだったかを話し
合うことで，関わった全員の勉強になりとてもよかった。今後も継続していく。
・初任研の見学研があり，よい刺激になった。若い先生の要望があれば，次年度も同じような公開ができるとよ
い。

働き方改革
教務
総務

92%

・１・２学期の個人面談は全員を対象として、日常の子どもの様子を詳細に伝える。代わりに通知表は教科の評定
のみとする。
・生活時程について…児童の下校をもう少し早められるように、検討を行う。
・電話の対応時刻を、朝は８：００から、夕方は１８：００までとする（出雲市内小学校統一の時間）。
・街頭指導の回数を検討する（年間４回程度）。
・欠席連絡システムの導入に合わせ、日直の仕事内容（朝の電話番、プール日直も含む）を検討する。

・教職員の負担軽減が進むことを期待している。
・今年は異校種体験で、小学校の職員に来てもらい、お互いの
理解を深める良い機会になった。

Ａ：十分に目標を達成している　　Ｂ：概ね目標を達成している　　Ｃ：目標達成が不十分である　　Ｄ：目標達成のための手だての修正が必要である 肯定的評価割合の目標

領　　　　　　　　　域
目　　　　　　　　　　標 目標達成のための具体的な取組 担当分掌部

肯定的評価（％）
評価の具体・改善策 地域学校運絵理事会評価

今年度の学校経営の重点

「
進
ん
で
学
ぶ
子

」
の
育
成

１時間の授業を大切にし、子どもの「学ぼう
とする意欲」を高める。

・社会科、生活科、道徳科、総合的な学習の時間を研究教科とし、
自分の考えを持つ工夫、伝え合う場の工夫、話し合いを通して学び
を深める工夫について、全学年で取り組む。
・「めあて」と「まとめ」が対応する授業を行い、振り返りを丁寧に行
う。
・思考ツールを効果的に使った授業展開を工夫する。
・友達と関わり合いながら学習するよさを実感できるようにする。

学力育成計画にある「学校全体で取り組む
改善策」を実施することにより確かな学力
を育成し、学習意欲を高める。

・計算会や書取会を計画的に実施するとともに、それに向けた学習
の仕方の指導や実施後のフォローを行う。

・自主学習等のよい例(モデル)を示し、内容が充実する指導を行う。
・一人一人の実態に応じた家庭学習に関する指導の工夫を行う。

一人一人のニーズに応じたきめ細かな指
導を全校体制で行い、一人一人が確かな
学力を身に付ける。

・ICT機器（タブレットPC・書画カメラ・大型モニター・プロジェクター
等）の効果的活用、個に応じた課題提示の工夫等、学級や一人一
人の特性に応じた配慮や言葉がけを意図的に行う。

「
や
さ
し
い
子

」
の
育
成

学級を基盤として全校体制で、人権感覚に
支えられた豊かな心をもつ子どもを育て
る。

・学級経営案に基づき、人権・同和教育を基底に据えて安心してす
ごせる集団づくりに努める。
・授業中、「温かい話し方・聞き方」の定着を図る。
・「思い合う心」が意識できるような指導を日常的に行う。

子どもの自己肯定感や善悪の判断力を育
てる。

・しっかりほめる、教えるべきことは教えて徹底させるといったメリハ
リのある指導を行う。

いじめや差別を生み出さない温かい人間
関係をつくろうとする子どもを育てる。

・ＱーＵアンケートを有効に活用し、学級集団づくりを行う。
・全児童を対象とした教育相談（ほっとトーク）を全職員で定期的・効
果的に行うとともに、家庭、関係機関、スクールカウンセラー等と児
童理解について連携を図る。
・子どものことについて情報共有を図り、「おかしい」と感じたときは
迅速に組織的な対応を行う。

「
元
気
な
子

」
の
育
成

メディアと適切に関わり、心身ともに健康に
過ごすことができる子どもを育てる。

・スマイル週間の取組の事前・事後指導を充実させる。
・学年の発達段階や実態に応じたメディアとの関わり方の指導を確
実に実施する。
・授業公開や学級・学校だよりにより、メディアとの関わり方につい
て、保護者への啓発と協力依頼を行う。

場に応じたあいさつやふるまいができる子
どもを育てる。

・あいさつ、履物そろえ、無言そうじ、廊下歩行について、それをする
ことの意味や効果について指導し、徹底を図る。
・学校外でも適切なふるまいができるように、児童・保護者への啓発
を行う。

地域の方や関係諸団体との連携を進め、
地域の自然・文化・人材を活かした教育を
進める。

・地域のゲストティーチャーを招いての学習や地域団体との協力関
係を活かした体験型の授業を行う。
・礼状を書いたり、感想を伝えたりする学習を取り入れる。

学校の教育方針や学校の様子を，様々な
手段で保護者や地域に発信する。

・校報，学校だより，ＢＬＯＧにより，学校全般の情報発信を行う。
・学級だより等により，日常生活や授業に関する情報発信を行う。
・授業公開日，学校行事，個人面談により，児童理解と学校理解を
進める。

教
職
員
に
関
す
る
こ
と

若手教職員をはじめとして、全教職員の資
質・能力向上のために、全教職員が積極的
に関わり、みんなで学ぶ場とする。

・初任者研修、研究授業、日常の業務等において、教職員同士がお
互いに建設的に関わり、学び合う。
・研究授業の指導案作成や授業準備、模擬授業等に他の教職員も
積極的に関わる。

教職員が心身ともに健康で過ごし、働きや
すい職場を創造する。

・一人一人が自分の役割を確実に果たす。
・チームを組み、助け合い、補完しながら業務を行う。
・ねらいを達成する中で効率化・簡略化の視点を持ち、業務や行事
等を見直す。

◆教職員は１項目につき、１アンケートを行い、その数値を表示した。
◆児童、・保護者は、１項目につき複数アンケートを行った項目があり、その項目は、平均値を表示した。


